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We are studying a mechanism of aerosol production during a laser processing. We have precisely observed dynamical 

behaviors and static features of fine particles using a highspeed camera and an electron microscope. We have also 

performed a model analysis. 
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1. 緒言 

廃炉への適用を目指したレーザー切断技術ではそれに伴って発生する微粒子の特性評価、閉じ込め、回

収が重要課題である。これに資するため、高速度カメラを用いレーザー照射による金属、セラミックス、

重コンクリートから飛散する微粒子群の観察を行い、発生・飛散に関する物理過程の検討を行った。 

2. 微粒子発生・飛散過程の観察と結果 

原子力機構に設置されているファイバーレーザー照射により金属（ステンレス鋼）、セラミックス（アル

ミナ等）、重コンクリートから噴き出した微粒子を、波長 633nm の He-Ne レーザーを用いたシャドウグラフ

法により高速度カメラを用いて記録した。それぞれの物質で発生し、そこから飛散する微粒子像を図 1 に

示す。また飛散した微粒子を捕捉し、電子顕微鏡を用いて観察した。それらを踏まえ、物理モデルを用い

た解析を行い、観察結果と合わせて考察を行った。その結果、金属では蒸気や溶融物を起源とする微粒子

の発生が主であり、セラミックスやコンクリートでは比較的大きいサイズの液滴や物質内部の応力破砕に

起因すると思われる破砕片が発生・飛散していることが分かった。 

 

図 1 影絵 (a)ステンレス鋼、(b) アルミナ(c)重コンクリート 
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